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１ 福祉について 

１－１ 家庭状況 

6 割弱が高齢者のいる世帯、1 割強が子どものいる世帯と回答。 
 

問１ あなたの家庭の状況についてお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

 
家庭状況は、「65 歳以上の高齢者がいる」が 58.5%で最も多く、次いで「中学生・高校

生がいる」が 14.1%、「小学生がいる」が 12.4%となっています。 
また、福祉の支援対象となる世帯のうち、ひとり親家庭世帯は 1.2%、介護を必要とする

方がいる世帯は 10.0%、障がいのある方がいる世帯は 12.8%となっています。 
「その他」「無回答」の方については、F3 の家族構成に該当する方（ひとり暮らし等）

が多く見られます。 
 

図-1  

 

n=759（累計 1,105） 

〔「その他」11.5%の主な意見〕 

・１人暮らし  ・３０才以上の子  ・６０歳の父と２人暮らし 

・６２才の夫  ・６５歳以下の親がいる 

 

  

12.5%

11.5%

8.3%

4.5%

10.0%

58.5%

1.2%

14.1%

12.4%

10.3%

2.4%

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0% 75.0%

無回答

その他

障がいのある人がいる（家族）

障がいのある人がいる（本人）

介護を必要とする人がいる

65歳以上の高齢者がいる

ひとり親家庭（子どもは未成年）である

中学生・高校生がいる

小学生がいる

乳児を除く小学校入学前の幼児がいる

乳児（１歳未満）がいる
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１－２ 「福祉」への関心 

8 割半ばが『関心がある』と回答。 
 

問２ あなたは「福祉」に関心をおもちですか。（1 つだけに○） 

 
福祉への関心は、「ある程度関心がある」が 58.8%で最も多く、次いで「とても関心があ

る」が 25.3%、「あまり関心がない」が 13.0%となっています。 
それらを分類すると、「とても関心がある」と「ある程度関心がある」を合わせた『関心

がある』は 84.1%、「あまり関心がない」と「まったく関心がない」を合わせた『関心がな

い』は 13.9%となっています。 
 

図-2  

 

n=759 

  

2.0%

0.9%

13.0%

58.8%

25.3%

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0% 75.0%

無回答

まったく関心がない

あまり関心がない

ある程度関心がある

とても関心がある
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１－３ 関心のある分野 

5 割強が「高齢者福祉」と回答。 
 

問２で「１」「２」を選んだ方にお聞きします。 

問２－１ 特にどの分野に関心をおもちですか。（1 つだけに○） 

 
関心のある分野は、「高齢者福祉（高齢者介護など）」が 51.6%で最も多く、次いで「児

童福祉（子育てなど）」が 14.6%、「地域福祉（地域での支え合い活動）」が 13.2%となって

います。 
また、福祉全般の「社会福祉」は 9.1%となっています。 
 

図-3  

 

n=759 

  

2.5%

0.3%

9.1%

13.2%

51.6%

8.8%

14.6%

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0% 75.0%

無回答

その他

社会福祉（1～4の分野を超えた福祉全般）

地域福祉（地域での支え合い活動）

高齢者福祉（高齢者介護など）

障がい者福祉（障がい者支援など）

児童福祉（子育てなど）
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１－４ 「福祉」の充実と財源 

5 割半ばが『負担が増えることは望まない』と回答。 
 

問３ 「福祉」の充実と財源について、あなたのお考えに最も近いものはどれですか。（1 つ

だけに○） 

 
「福祉」の充実と財源は、「負担は現状程度にして、市民や民間の協力により福祉の充実

を図るべきである」が 48.4%で最も多く、次いで「福祉の充実のために、負担が増えるの

はやむを得ない」が 38.3%、「負担が増えるのなら、今以上に福祉の充実を図る必要はない」

が 6.6%となっています。 
それらを分類すると、「福祉の充実のために、負担が増えるのは当然だと思う」と「福祉

の充実のために、負担が増えるのはやむを得ない」を合わせた『負担が増えることに一定

の理解を示す』は 40.8%、「負担は現状程度にして、市民や民間の協力により福祉の充実を

図るべきである」と「負担が増えるのなら、今以上に福祉の充実を図る必要はない」を合

わせた『負担が増えることは望まない』は 55.0%となっています。 
 

図-4  

 

n=759 

  

4.2%

6.6%

48.4%

38.3%

2.5%

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0% 75.0%

無回答

負担が増えるのなら、今以上に福祉の充実を図る必要はない

負担は現状程度にして、市民や民間の協力により福祉の充実

を図るべきである

福祉の充実のために、負担が増えるのはやむを得ない

福祉の充実のために、負担が増えるのは当然だと思う
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１－５ 団体・機関の認知 

「民生委員・児童委員」、「児童相談所」、「在宅介護支援センター」 

の認知度が 5 割を超えている。 
 

問４ あなたは、次の団体や機関を知っていますか。（あてはまるものすべてに〇） 

 
団体・機関の認知は、「民生委員・児童委員」が 77.6%で最も多く、次いで「児童相談所」

が 56.4%、「在宅介護支援センター」が 53.4%となっています。 
なお、最も認知度の低い「中核地域生活支援センター・海匝ネットワーク」は、匝瑳市

のみではなく、海匝圏域（匝瑳市・旭市・銚子市）において包括的に活動しています。 
 

図-5  

 

n=759（累計 2,736） 

  

6.7%

6.6%

44.5%

56.4%

9.2%

26.1%

15.4%

13.0%

53.4%

21.1%

30.4%

77.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

無回答

中核地域支援センター海匝ネットワーク

保健推進員会

児童相談所

障害者虐待防止センター

ボランティアセンター

つどいの広場

障害者自立支援協議会

在宅介護支援センター

地域包括支援センター

障害者相談支援センター

民生委員・児童委員



27 

２ 地域との関わりについて 

２－１ 区会（町内会・自治会）への加入の有無 

8 割半ばが「所属」（加入）していると回答。 
 

問５ あなたの家庭は区会（町内会・自治会）に所属していますか。（1 つだけに○） 

 
区会（町内会・自治会）への加入の有無は、「所属している」が 84.3%で最も多く、次い

で「所属していない」が 13.8%となっています。 
 

図-6  

 

n=759 

  

1.8%

13.8%

84.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

無回答

所属していない

所属している
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２－２ 区会（町内会・自治会）に加入していない理由 

「誘われたことがない」が回答として最も多い。 
 

問５で「２」を選んだ方にお聞きします。  

問５－１ 区会（町内会・自治会）に所属していない理由は何ですか。（あてはまるものすべ

てに○） 

 
区会（町内会・自治会）に加入していない理由は、「誘われたことがないから」が 37.1%

で最も多く、次いで「その他」が 32.4%、「特に困ることがないから」が 20.0%となってい

ます。 
「その他」の意見では、地域内に区会が設置されていないや、高齢を理由とする等、地

域や個人（身体能力）の事情に影響されている現状が見られます。 
 

図-7  

 

n=105（累計 121） 

〔「その他」32.4%の主な意見〕 

・１人暮らしのアパートに住んでいるので、地域とのかかわりがない。 

・地域に区会町内会がない。 

・高齢のため行事に出席できない。 

・借家のため未加入。 

・新興住宅地のため、まだ区会がない。 

・誘われた事もあるが、自分より年配者の多い、新しい地区では、勝手に決められない。 

  

7.6%

32.4%

37.1%

9.5%

1.0%

20.0%

7.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

その他

誘われたことがないから

役員などを引き受けたくないから

会費が高いから

特に困ることがないから

しがらみや付き合いが面倒だから
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２－３ 地域への愛着の程度 

7 割半ばが『愛着がある』と回答。 
 

問６ あなたは、今住んでいる地域に愛着がありますか。（1 つだけに○） 

 
地域への愛着の程度は、「ある程度ある」が 42.4%で最も多く、次いで「とてもある」が

33.9%、「どちらともいえない」が 14.6%となっています。 
それらを分類すると、「とてもある」と「ある程度ある」を合わせた『愛着がある』は 76.3%、

「あまりない」と「まったくない」を合わせた『愛着がない』は 7.9%となっています。 
 

図-8  

 

n=759 

  

1.2%

1.6%

6.3%

14.6%

42.4%

33.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

まったくない

あまりない

どちらともいえない

ある程度ある

とてもある
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２－４ 愛着のある理由 

4 割強が「生まれ育ったまちだから」と回答。 
 

問６で「１」「２」を選んだ方にお聞きします。 

問６－１ 愛着があると感じるのはなぜですか。（1 つだけに○） 

 
愛着のある理由は、「生まれ育ったまちだから」が 42.0%で最も多く、次いで「地域の人

と親しくしているから」が 22.6%、「自然などの環境が良いから」が 13.0%となっています。 
 

図-9  

 

n=759 

  

1.2%

1.2%

10.9%

13.0%

22.6%

9.2%

42.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

その他

安心して住めるから

自然などの環境が良いから

地域の人と親しくしているから

親・兄弟など家族がいるから

生まれ育ったまちだから
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２－５ 地域が取り組むべき課題や問題 

「防犯や防災など地域の安全を守ること」が回答として最も多い。 
 

問７ あなたの身近な地域には、地域住民が取り組むべき課題や問題としてどのようなこと

があると思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 
地域が取り組むべき課題や問題は、「防犯や防災など地域の安全を守ること」が 50.3%で

最も多く、次いで「急病や災害など緊急事態がおきたときの対応」が 44.7%、「高齢者世帯

への日常生活支援」が 41.9%となっています。 
 

図-10  

 

n=759（累計 2,667） 

  

4.5%
6.5%

1.6%
15.3%

44.7%
50.3%

25.0%
11.6%

21.7%
41.9%

15.5%
37.0%

15.9%
21.2%

14.8%
23.8%

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0% 75.0%

無回答

特にない

その他

地域内における決まりごと(ルール)の徹底

急病や災害など緊急事態がおきたときの対応

防犯や防災など地域の安全を守ること

生活習慣病予防など健康づくりへの取り組み

子どもや高齢者、障がいのある人などへの虐待対策

障がいのある人への生活支援

高齢者世帯への日常生活支援

障がいのある人の社会参加や生きがいづくり

高齢者の社会参加や生きがいづくり

乳幼児期の子育て支援

共働き家庭の子育て支援

母子家庭や父子家庭の子育て支援

青少年の健全育成
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２－６ 日々の生活での悩みや不安 

「自分や家族の健康に関すること」が回答として最も多い。 
 

問８ あなたは、毎日の暮らしの中で、次のどのようなことに悩みや不安を感じていますか。

（あてはまるものすべてに○） 

 
日々の生活での悩みや不安は、「自分や家族の健康に関すること」が 54.9%で最も多く、

次いで「生活費など経済的問題」が 33.3%、「介護に関すること」が 27.7%となっています。 
また、障がいに係る回答は 12.9%となっています。 
 

図-11  

 

n=759（累計 1,680） 

  

3.3%

10.7%

2.6%

9.7%

27.7%

7.1%

5.8%

33.3%

21.3%

27.4%

6.7%

10.7%

54.9%

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0% 75.0%

無回答

特にない

その他

近所との関係

介護に関すること

家族の障がいのこと

自分の障がいのこと

生活費など経済的問題

仕事に関すること

自分や家族の生活（進学、就職、結婚）の問題

家族間の問題（嫁姑問題など）

育児・子育てに関すること

自分や家族の健康に関すること
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２－７ 悩みや不安の相談先 

「家族、親戚、きょうだい」が回答として最も多い。 
 

問９ 現在、不安や悩みをどこに（だれに）相談していますか。（あてはまるものすべてに○） 

 
悩みや不安の相談先は、「家族、親戚、きょうだい」が 63.8%で最も多く、次いで「友人」

が 32.3%、「誰にも相談しない」が 13.3%となっています。行政への相談は 1.8%、社会福

祉協議会への相談は 1.1%、「相談する人がいない」は 3.0%となっています。 
 

図-12  

 

n=759（累計 1,129） 

  

6.6%

13.3%

3.0%

2.1%

0.0%

1.1%

1.8%

7.9%

12.5%

0.7%

0.3%

3.4%

32.3%

63.8%

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0% 75.0%

無回答

誰にも相談しない

相談する人がいない

その他

議員

社会福祉協議会の窓口

市役所などの官公庁の窓口

職場の人

かかりつけの医師・看護師

民生委員・児童委員

区（自治会等）の役員

隣人、近所の人

友人

家族、親戚、きょうだい
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36.2%

26.0%

35.8%

28.2%

20.3%

26.6%

21.7%

13.0%

37.7%

16.1%

18.1%

17.8%

14.5%

13.7%

12.0%

12.6%

6.7%

28.7%

25.7%

34.7%

27.1%

35.4%

44.7%

40.4%

43.7%

57.6%

19.0%

22.0%

21.3%

19.2%

21.9%

21.3%

20.9%

21.9%

22.7%

14.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

災害時の手助け

日頃からの安否確認

冠婚葬祭の手伝い

郵便物・宅配物の一時預かり

庭の手入れや掃除の手伝い

ゴミだしの手伝い

外出（買い物や通院など）の手伝い

短時間の子どもの預かり

話し相手

できる（している） 時にはしている できない 無回答

２－８（１） 地域の人にできること 

「話し相手」が最も多く『できる（している）』と回答。 
 

問 10 あなたは、近所の人から頼まれた場合、どのようなことができると思いますか。（各

項目の番号に１つだけ○）自分がしてほしい場合は○ 

 
「できる」「時にはしている」を合わせた『できる（している）』が最も多いのは「話し

相手」の 66.4%、次いで「冠婚葬祭の手伝い」の 53.6%、「災害時の手助け」の 52.3%とな

っています。 
一方、『できない』が最も多いのは「短時間の子どもの預かり」の 57.6%、次いで「庭の

手入れや掃除の手伝い」の 44.7%、「外出（買い物や通院など）の手伝い」の 43.7%となっ

ています。 
 

図-13  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

n=759 
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２－８（２） 地域の人にしてほしいこと 

「災害時の手助け」が最も多い。 

 
問 10 において、それぞれの項目に「してほしい」と回答したのは全体の 17.0%、無回答

は 83.0%となっています。 
また、回答のあった項目のうち、最も多いのは「災害時の手助け」の 34.2%、次いで「日

頃からの安否確認」の 13.0%、「冠婚葬祭の手伝い」の 11.5%となっています。 
 

図-14  

 

n=129（累計 269） 

 

  

34.2%

13.0%

11.5%

8.6%

9.3%

2.2%

7.4%

3.3%

10.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

災害時の手助け

日頃からの安否確認

冠婚葬祭の手伝い

郵便物・宅配物の一時預かり

庭の手入れや掃除の手伝い

ゴミだしの手伝い

外出（買い物や通院など）の手伝い

短時間の子どもの預かり

話し相手
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２－９ 住みやすさ 

『満足』は「子ども・子育て」が 1 割半ば、「障がいのある方」が 1 割

未満、「高齢の方」が 1 割強と回答。 
 

問 11 匝瑳市は子どもや高齢者、障がいのある人などにとって暮らしやすいまちだと思いま

すか。（1 つだけに○） 

 
「満足」と「まあ満足」を合わせた『満足』と回答したのは、子ども・子育て環境では

14.5%、障がいのある方にとって住みよい環境では 6.1%、高齢の方にとって住みよい環境

では 11.4%となっています。 
また、「やや不満」と「不満」を合わせた『不満』と回答したのは、それぞれ、12.6%、

15.4%、21.3%となっています。 
 

図-15  

 

n=759 

  

1.3%

0.8%

2.5%

10.1%

5.3%

12.0%

41.2%

32.8%

41.5%

12.6%

9.2%

6.9%

8.7%

6.2%

5.7%

19.5%

32.8%

19.2%

6.5%

12.9%

12.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

高齢者

障がい者

子ども・子育て

満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 わからない 無回答
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２－１０ 地域の暮らしやすさ 

『満足』が最も多い回答は「近隣の生活マナー」。 
 

問 12 地域の暮らしやすさはいかがですか。（各項目の番号に１つだけ○） 

 
「満足」と「まあ満足」を合わせた『満足』が最も多いのは「近隣の生活マナー」の 23.4%

で、次いで「公園や緑地などの自然環境」の 18.5%、「地域の防災体制」の 16.4%となって

います。 
また、「やや不満」と「不満」を合わせた『不満』が最も多いのは「買い物などの便利さ」

の 44.6%、次いで「道路や交通機関等の使いやすさ」の 44.3%、「病院など医療関係施設」

の 39.6%となっています。 
 

図-16  
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0.5%

3.4%

3.7%

2.2%

1.3%

2.4%

2.8%

3.2%

2.2%

2.6%

6.7%

3.3%

12.0%

14.8%

10.3%

8.2%

9.0%

12.1%

12.1%

10.4%

13.8%

16.7%

37.9%

53.0%

46.8%

51.0%

37.9%

50.9%

32.8%

37.0%

47.6%

51.3%

53.6%

22.5%

12.8%

13.0%

6.2%

23.7%

15.7%

25.8%

24.4%

8.2%

9.9%

10.5%

10.8%

4.9%

7.8%

3.8%

20.6%

9.5%

18.8%

15.2%

4.6%

3.6%

5.1%

18.2%

7.0%

7.0%

19.2%

2.2%

6.1%

1.7%

2.8%

19.8%

12.9%

2.9%

6.7%

7.0%

7.0%

7.2%

6.1%

6.6%

5.9%

5.4%

7.2%

5.9%

4.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

商店や施設等のバリアフリー整備

地域の雰囲気やイメージ

公園や緑地などの自然環境

公民館活動などの文化教養活動

道路や交通機関等の使いやすさ

公的な手続きの便利さ

買い物などの便利さ

病院など医療関係施設

福祉・保健サービスや相談体制

地域の防災体制

近隣の生活マナー

満足 まあ満足 普通 やや不満 不満 わからない 無回答
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２－１１ 防災や緊急時の対策 

5 割弱で対応が進んでいるのは「食料等の備蓄品」の備え。 
 

問 13 あなたの防災対策、災害時のお考えはどうですか。（各項目の番号に１つだけ○） 

 
防災や緊急時の対策では、「はい」（対応している）が最も多いのが「食料等の備蓄品」

で 49.7%、次いで「火災警報器の設置」の 42.6%、「災害時の家族の集合場所」の 41.6%と

なっています。 
一方、「いいえ」（対応していない）が最も多いのは「地域の防災訓練への参加」で 76.7%、

次いで「住宅・家具の補強」「地域の地域防災組織への加入」の 62.2%、「避難時の持ち出

し品の備え」の 61.0%となっています。 
 

図-17  
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35.8%

25.4%

17.1%

42.6%

29.8%

31.6%

49.7%

41.6%

13.6%

31.6%

59.8%

62.2%

50.1%

62.2%

61.0%

43.5%

50.2%

76.7%

26.4%

8.7%

13.7%

6.2%

6.1%

7.0%

7.4%

8.0%

7.4%

6.9%

8.2%

9.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

要援護者の避難の手助け

（自身の）避難誘導に手助けが必要

地域の自主防災組織への加入

火災警報器の設置

住宅・家具の補強

避難時の持ち出し品の備え

食料等の備蓄品

災害時の家族の集合場所

地域の防災訓練への参加

はい いいえ わからない 無回答
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３ 地域活動・ボランティア活動等について 

３－１ 地域活動やボランティア活動などへの参加の有無 

3 割弱が『参加している』と回答。 
 

問 14 あなたは、地域活動やボランティア活動等に取り組んでいますか。（1 つだけに○） 

 
地域活動やボランティア活動などへの参加の有無は、「取り組んだことはない」が 37.5%

で最も多く、次いで「取り組んだことはあるが、現在はほとんどしていない」が 20.6%、「た

まに取り組むことがある」が 14.5%となっています。 
それらを分類すると、「現在、継続的に取り組んでいる」と「たまに、取り組むことがあ

る」を合わせた『参加している』は 26.6%、さらに「取り組んだことはあるが、現在はほ

とんどしていない」を加えた『参加経験がある』は 47.2%となっています。 
また、「取り組んだことはあるが、現在はほとんどしていない」と「取り組んだことはな

い」、「取り組むことができない」を合わせた『参加していない』は 69.7%となっています。 
 

図-18  

 

n=759 

  

3.7%

11.6%

37.5%

20.6%

14.5%

12.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

取り組むことができない

取り組んだことはない

取り組んだことはあるが、現在はほとんどしていない

たまに、取り組むことがある

現在、継続的に取り組んでいる
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３－２ 主な活動 

「区会（自治会等）の活動」が回答として最も多い。 
 

問 14 で「１」「２」「３」を選んだ方にお聞きします。 

問 14－１ どんな活動をしていますか（いましたか）。（あてはまるものすべてに○） 

 
主な活動は、「区会（自治会等）の活動」が 43.6%で最も多く、次いで「子ども会・ＰＴ

Ａの活動」が 35.2%、「消防団・自主防災組織の活動」が 22.1%となっています。 
また、「社会福祉協議会の活動」は 9.5%となっています。 
 

図-19  

 

n=358（累計 629） 

〔「その他」7.3%の主な意見〕 

・美化清掃（ゴミ拾い等）。 

・行政相談の補助。 

・小学校の食育。農業体験。 

・保健推進員の活動や交通安全協会の活動。 

・日本語教室講師 

  

2.0%

7.3%

1.1%

14.8%

12.6%

1.7%

35.2%

10.3%

9.5%

22.1%

7.5%

3.4%

4.7%

43.6%

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0% 75.0%

無回答

その他

ＮＰＯ活動

趣味等のサークル活動

スポーツ団体の活動

子育てサークルの活動

子ども会・ＰＴＡの活動

シニアクラブ（老人クラブ）の活動

社会福祉協議会の活動

消防団・自主防災組織の活動

高齢者支援ボランティア活動

子育て支援ボランティア活動

障がい者支援ボランティア活動

区会（自治会等）の活動
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３－３ 活動していない理由 

「時間がない」が回答として最も多い。 
 

問 14 で「４」「５」を選んだ方にお聞きします。  

問 14－２ 現在活動していない理由は何ですか。   （あてはまるものすべてに○） 

 
活動していない理由は、「時間がない」が 29.8%で最も多く、次いで「勤務などの都合で

機会がない」「参加方法がわからない」が 20.4%、「体調等がすぐれない」が 20.1%となっ

ています。 
 

図-20  

 

n=373（累計 575） 

〔「その他」6.7%の主な意見〕 

・ひとり暮しなので、自分の生活でいっぱい。 

・高齢で病気しがち。 

・子どもの世話がある。 

・健康に不安を抱えている。 

  

11.8%

6.7%

12.6%

4.6%

15.3%

20.1%

2.1%

4.3%

29.8%

20.4%

20.4%

6.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

その他

興味がない

わずらわしい

一緒に活動する仲間がいない

体調等がすぐれない

家族の理解が得られない

経済的な負担が大きい

時間がない

参加方法がわからない

勤務などの都合で機会がない

区会（自治会等）の地域組織に入っていない
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３－４ 今後の参加意向 

6 割半ばが『取り組みについて関心がある』と回答。 
 

問 15 あなたは、今後、地域活動やボランティア活動等に、どの程度取り組んでいきたいと

考えていますか。（1 つだけに○） 

 
今後の参加意向は、「機会があれば、取り組んでもよい」が 48.5%で最も多く、次いで「取

り組むことができない」が 15.9%、「できるだけ取り組んでいきたい」が 15.2%となってい

ます。 
それらを分類すると「積極的に、取り組んでいきたい」と「できるだけ取り組んでいき

たい」、「機会があれば、取り組んでもよい」を合わせた『取り組みについて関心がある』

は 65.7%、「あまり取り組みたくない」と「取り組みたくない」を合わせた『取り組みにつ

いて関心がない』は 14.1%、何らかの理由により「取り組むことができない」は 15.9%と

なっています。 
 

図-21  
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4.3%

15.9%

2.8%

11.3%

48.5%

15.2%

2.0%

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0% 75.0%

無回答

取り組むことができない

取り組みたくない

あまり取り組みたくない

機会があれば、取り組んでもよい

できるだけ取り組んでいきたい

積極的に、取り組んでいきたい
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３－５ 活動・参加の条件 

「気軽に参加できる」、「身近なところで活動できる」 

の条件が 5 割を超えている。 
 

問 15 で「１」「２」「３」を選んだ方にお聞きします。  

問 15－１ ボランティア活動を活発にするにはどのようにしたらいいと思いますか。（あて

はまるものすべてに○） 

 
活動・参加の条件は、「気軽に参加できる」が 61.6%で最も多く、次いで「身近なところ

で活動できる」が 52.0%、「活動情報の提供がある」が 44.6%となっています。 
 

図-22  
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3.4%

2.8%

0.4%

39.0%

17.9%

20.5%

38.4%

61.6%

41.8%

52.0%

30.9%

44.6%

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0% 75.0%

無回答

特にない

その他

経済的な負担が少ない

身体的な負担が少ない

特技や知識が活かせる

適切な指導者やリーダーがいる

気軽に参加できる

活動時間や曜日が自由

身近なところで活動できる

友人等といっしょに参加できる

活動情報の提供がある
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３－６ 地域活動やボランティア活動を広げていくために必要なこと 

「気軽に相談できる窓口」が回答として最も多い。 
 

問 16 今後、地域活動やボランティア活動の輪を広げていくためには、何が必要と思います

か。（○は３つまで） 

 
地域活動やボランティア活動を広げていくために必要なことは、「気軽に相談できる窓口」

が 40.4%で最も多く、次いで「活動に関する情報発信」が 39.5%、「活動できる拠点や場所」

が 33.2%となっています。 
 

図-23  
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7.6%

7.9%

0.5%

24.2%

29.1%

39.5%

15.5%

19.6%

33.2%

40.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

特にない

その他

人材・リーダーの育成

若い世代の参加

活動に関する情報発信

活動に関する研修や講習会

交通費等の経済的な補助

活動できる拠点や場所

気軽に相談できる窓口
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４ 福祉に関する情報について 

４－１ 福祉に関する情報の入手先 

「市の広報「そうさ」」が回答として最も多い。 
 

問 17 あなたは、福祉に関する情報をどこから（だれから）入手していますか。（あてはま

るものすべてに○） 

 
福祉に関する情報の入手先は、「市の広報「そうさ」」が 61.9%で最も多く、次いで「回

覧板」が 29.9%、「新聞・雑誌・テレビ・ラジオ」が 27.4%となっています。 
 

図-24  

 n=759（累計 2,098） 

 

  

3.3%
6.2%

1.4%
10.1%

27.4%
22.3%

11.7%
18.8%

29.9%
9.0%

1.6%
5.4%

0.1%
0.4%
0.9%
0.5%

6.5%
1.8%
2.4%

0.7%
19.8%

15.0%
61.9%

4.2%
15.0%

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0% 75.0%

無回答

その他

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

近所の人

回覧板

ホームヘルパー

ボランティアセンター

つどいの広場

民生委員・児童委員

地域包括支援センター

防災行政無線

市の広報「そうさ」

市役所の窓口



46 

５ 地域福祉のあり方について 

５－１ 福祉施策を今後、より充実していくための取り組み 

「安心して子どもを生み育てられる子育て環境を充実させる」 

が回答として最も多い。 
 

問 18 匝瑳市の福祉施策を充実していくために、あなたが重要と考える取り組みはどれです

か。（優先順位の高いものから○は３つまで） 

 
福祉施策を今後、より充実していくための取り組みは、「安心して子どもを生み育てられ

る子育て環境を充実させる」が 27.3%で最も多く、次いで「住民がお互いに支えあい、助

けあえるまちづくりをすすめる」が 26.4%、「隣近所など、周囲の理解と協力による見守り

などの支援を行う」が 26.0%となっています。 
 

図-25  

 

n=759（累計 1,951） 

  

6.1%
0.7%

4.6%
3.8%

12.6%
16.5%

27.3%
19.9%
20.4%

22.1%
26.4%

24.2%
22.4%

14.5%
9.6%

26.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

その他

高齢者や障がい者に対する権利擁護の推進

ユニバーサルデザインに配慮した社会づくりや、身近な地域でのバリアフリー化の推進

交通弱者対策をすすめる

手当てなど金銭的な援助を充実させる

安心して子どもを生み育てられる子育て環境を充実させる

高齢者、障がい者、子どもの施設サービスを充実させる

自宅での生活を支援する在宅福祉サービスを充実させる

健康づくりや生きがいづくりが盛んなまちづくりをすすめる

住民がお互いに支えあい、助けあえるまちづくりをすすめる

健康や福祉についての情報提供を充実させる

人が集まり、気軽に相談できる場を充実させる

高齢者や障がいのある人が地域で活動できる機会をつくる

ボランティア団体など市民活動への援助を充実させる

隣近所など、周囲の理解と協力による見守りなどの支援を行う
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５－２ 地域における支えあい、助けあい活動に重要なこと 

「困っている人や、助け合いの場や組織についての情報を得やすくする」 

が回答として最も多い。 
 

問 19 地域における支えあい、助けあい活動を活発にするためには、どのようなことが重要

だと思いますか。（○は３つまで） 

 
地域における支えあい、助けあい活動に重要なことは、「困っている人や、助け合いの場

や組織についての情報を得やすくする」が 32.5%で最も多く、次いで「地域における福祉

活動の意義と重要性をもっとＰＲする」が 31.1%、「困っている人と、支援できる人とのつ

なぎ役（コーディネータ）を育成する」が 29.6%となっています。 
 

図-26  

 

n=759（1,779） 

  

7.5%

4.1%

0.8%

8.4%

19.5%

8.7%

32.5%

29.6%

22.5%

24.5%

20.4%

24.6%

31.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

特にない

その他

身近な地域でのバリアフリー化（心のバリアフリーを含む）の推進

学校・生涯学習の場を活用した福祉教育を充実する

介護やボランティア活動の方法などに関する研修を行う

困っている人や、助け合いの場や組織についての情報を得やすくする

困っている人と、支援できる人とのつなぎ役（コーディネータ）を育成する

福祉活動の相談・指導を担当する専門職員の充実を図る

ボランティアリーダーや福祉活動に関わる人を育成する

地域における福祉活動の活動費・運営費などの資金的な援助を行う

地域でボランティアなどの活動の拠点となる場を整備する

地域における福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする
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５－３ 市社協及び地区社協の認知度 

『知っている』は匝瑳市社協が 5 割半ば、地区社協が 3 割弱と回答。 
 

問 20 あなたは、匝瑳市社会福祉協議会、または地区社会福祉協議会を知っていますか。（各

項目の番号に１つだけ○） 

 
市社協及び地区社協の認知度は、匝瑳市社会福祉協議会は「知っている」が 48.0%、地

区社会福祉協議会は「知らない」が 60.2%とそれぞれ最も多い回答となっています。 
それらを分類すると、「よく知っている」と「知っている」を合わせた匝瑳市社会福祉協

議会を『知っている』は 55.2%、地区社会福祉協議会は 28.7%、『知らない』はそれぞれ

38.3%、60.2%となっています。 
 

図-27  
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4.7%

7.2%

24.0%

48.0%

60.2%

38.3%
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地区社会福祉協議会

匝瑳市社会福祉協議会

よく知っている 知っている 知らない 無回答
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５－４ 市社協の事業（活動）の認知度 

「共同募金運動への協力」が回答として最も多い。 
 

問 21 あなたの知っている匝瑳市社会福祉協議会の活動は次のどれですか。（あてはまるも

のすべてに〇） 

 
市社協の事業（活動）の認知度は、「共同募金運動への協力」が 41.2%で最も多く、次い

で「広報・啓発事業」が 39.5%、「介護保険事業」が 26.9%となっています。 
 

図-28  

 

n=759（累計 2,161） 
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17.9%
17.8%

13.7%
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

その他の事業

シニアクラブ事務局の運営

安心生活創造事業（災害時要援護者台帳及びマップの整備、宅配電話帳の整備）

共同募金運動への協力（赤い羽根共同募金、歳末たすけあい募金運動）

日常生活自立支援事業（判断能力が十分でない高齢者等を対象とした金銭管理などの支援）

貸付事業（低所得者、高齢者、障がい者世帯への貸付事業）

相談事業（心配ごと相談、無料法律相談など）

児童福祉事業（青少年相談員連絡協議会・子供会育成連絡協議会への助成など）

障がい者福祉事業（車いす貸し出し事業、マザーズホームの運営など）

高齢者福祉事業（あんしん箱設置事業、サテライトデイサービス事業の支援など）

福祉教育（ボランティアグループ「フレンドリー」による福祉出前講座など）

災害時ボランティアセンターの設置・運営

ボランティア活動の支援（ボランティア講座・研修会、ボランティアセンターの運営など）

介護保険事業（居宅介護事業・訪問介護事業・小規模多機能型居宅介護施設“紙ふうせん”）

社会福祉協議会野栄支所の運営

地区社会福祉協議会の運営支援

広報・啓発事業（広報紙「ほっとそうさ」の発行、社協ホームページの運営など）
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５－５ 地区社協の事業（活動）の認知度 

「地区社協広報紙の発行」が回答として最も多い。 
 

問 22 あなたの知っている地区社会福祉協議会の活動は次のどれですか。（あてはまるもの

すべてに〇） 

 
地区社協の事業（活動）の認知度は、「地区社協広報紙の発行」が 17.8%で最も多く、次

いで「見守りたすけあい活動」が 16.6%、「地区社協運営のための各種会議の開催」が 14.5%
となっています。 

 
図-29  

 

n=759（累計 1,191） 
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その他の事業

地域福祉フォーラムの開催

地区で開催する健康・防災・防犯・福祉教育等の講座

地区社会福祉活動実施団体（シニアクラブや子ども会等）への助成

地区社協広報紙の発行

ふれあい給食や災害時保存食の配布

見守りたすけあい活動

高齢者を対象とした、いきいきサロンやサテライトデイサービスの開催

地区社協運営のための各種会議の開催
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５－６ 今後、充実していくべき市社協の事業（活動） 

「誰もが安心して在宅で生活するための福祉サービスの充実」 

が回答として最も多い。 
 

問 23 匝瑳市社会福祉協議会が行う活動・支援として、今後、充実してほしいものはどれで

すか。（〇は３つまで） 

 
今後、充実していくべき市社協の事業（活動）は、「誰もが安心して在宅で生活するため

の福祉サービスの充実」が 39.3%で最も多く、次いで「災害時におけるボランティア活動

の体制整備」が 32.1%、「気軽に相談できる福祉総合相談の充実」が 30.3%となっています。 
 

図-30  

 

n=759（累計 1,721） 
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無回答

特にない

その他

広報紙やインターネットなどによる福祉に関する情報発信の充実

学校における福祉体験学習の推進

地域住民への福祉に関する情報の普及啓発

高齢者や障がい者が自立した地域生活を支援する成年後見事業の充実

誰もが安心して在宅で生活するための福祉サービスの充実

気軽に相談できる福祉総合相談の充実

隣近所や区会など、地域における住民同士の交流活動への支援

住民による見守りや支えあい活動への支援

災害時におけるボランティア活動の体制整備

日常的なボランティア活動の参加促進と支援
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